
 

                                                                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ふれあい子育て通信～第３17号～  

発行日：2025年 4月 1日 発行所 社会福祉法人愛の泉 ふれあいホーム 

       

 

双子（多胎児）の親子・妊婦が集まって、

子育ての楽しさや大変さを一緒におしゃ

べりして、情報交換する場です。 

お子さんも一緒に遊びましょう。 

気軽にお申し込みください。 

毎月 第 2 火曜日  

10：00～12：00 

 

 

 

 

家族というチーム 

昨年４月、３人目の育休を終え保育士の仕事に復帰しました。３人目ということもあり、心のどこかでで

きるだろうという気持ちがあり、育休を１年取らず生後５ヶ月で保育園に預けての復帰でした。新年度が始

まって間もなくから、上の子 2 人とは違って月に何度も体調を崩し、たくさんお休みをしなければならない

日々…。その度に、職場の方々に迷惑をかけてしまうことや、自分の子どもが病気で辛い時に色々なところ

に預けて保育士という仕事をしていることに、これでいいのかなという思いが溢れ、悩むこともありました。

仕事を終え家に帰ってからも山のような家事に追われ、要領よくできない私は、子どもからの「ママ見てー」

に、聞こえないふりをしたり「今は無理！」と冷たくしたりしてしまうこともありました。 

 そんな時、いつものように夕食の準備をしていると 5 歳の長男に「ママ、今お話したら怒る？」と、声を

掛けられハッとしました。家事も育児も全部ちゃんとやらなきゃ！と、必死になりすぎて一番大事な、子ど

もの気持ちを全く考えていなかったなと反省しました。特に三男が生まれてからは、ある程度自分のことは

自分でできる長男を後回しにしてしまっていました。手を止め「怒らないよ、どうしたの」と、返事をする

ととても嬉しそうに笑顔で話し始める長男。その顔を見て“あぁ、私にとっての原動力はこれだ！”と、改め

て感じました。 

 この先、大きくなったら「うるせー、くそばばあ」なんて言われて一緒に買い物にも行ってくれなくなっ

てしまうのかな…なんて考えながら「ママ、ママ」と、たくさん呼んでハグしてくれる今をもっともっと大

事にしようと思います。何かのテレビ番組で“家族はチーム”という言葉を聞き、一人で頑張らなくていいん

だと、辛い時には助けてほしいと伝えるようになりました。今では、朝の忙しい時間私がバタバタしている

と「ママ、まだ？もう○○（弟）の着替え終わったよ」と言ってくれる長男です。これからも家族というチ

ームで、力を合わせて楽しく過ごしていきたいです。 

愛泉幼児園保育士 田島里美 

 

 

 

 

 

仕事復帰に向けて、いろいろな不安や

心配事がたくさんあるはず・・一人で、

あるいはご夫婦だけで悩んでいません

か？この機会に、みなさんで一緒に語

り合いませんか？ 

毎月 第 3 火曜日  

10：00～12：00 



幼児期に育みたい“口腔機能” 

≪口腔機能とは？≫ 

 食べる機能・話す機能・呼吸する機能・表情を作る機能のことをまとめて口腔機能と言います。これらは自然に育つもの

ではなく、乳幼児期・学童期を通して獲得するものであり、育てなければ育たないのです。学童期までに口腔機能のレベル

が一定以上に到達できない場合、成人期に適切な口腔機能を発揮できなくなり、高齢期には機能低下に拍車がかかること

が危惧されます。 

以下のような点に気になる点がありませんか？ 

・よく噛まない、噛めない、丸のみしている。 

・（食事中に遊んでいるわけでもないのに）食べるのが遅い。 

・普段からポカン口を開けている。口呼吸をしている。 

・食べるときにクチャクチャ音がする。注意しても変わらない。 

・指しゃぶりがやめられない。 

・赤ちゃん言葉（舌足らずな発音）が気になる。 

これらは口腔機能が関係している場合があります。疫学的には３～５割の子どもたちに見られます。気になる場合はかかり

つけの歯医者さんに相談してみるとよいでしょう。口腔機能を適切に獲得できるよう、いつもの生活や食事を見直してみま

しょう。 

≪口腔機能を向上させよう≫ 

～離乳食期～ 

□ 子どもとたくさんスキンシップをとりましょう 

 子どもの身体を触りながら見つめ合い、優しく全身を触ることで情報が入りやすい体と心が形成されます。そして口腔の

過敏さを除去し、スムーズな感覚入力と緊張のない筋肉運動をさせることに繋がります。 

□ 指しゃぶりやおもちゃをたくさんなめる 

 赤ちゃんは手よりも口の感覚の方が優れており、なめることでそれが何なのか確認しています。なめる行為は食べ物とそ

れ以外を認識できるようになるために必要であり、食べる練習にもなっています。 

□ 手づかみ食べができる 

手づかみ食べは、食べ物を目で確かめて、手指でつかんで、口まで運んで、口に入れる、という目と手と口の協調運動で、

発達過程 

とても重要です。 

□ 口にスプーンを半分くらい入れると、上唇で食べ物を取り込もうとする 

ミルクを飲むときは下あごと舌の運動ですが、食べ物を食べるのは上唇を閉じて、口に取り込む運動になります（口唇閉鎖

の獲得）。上唇が閉じてから、水平にスプーンを引きましょう。また、スプーンは全部を口に入れるのではなく、半分くらいま

でを下あごにのせるようにして、自分から食べたいものを取り込めるようにしましょう。 

～幼児食期～ 

□ 健康な乳歯が揃っていますか？：虫歯はしっかり治療しましょう。 

□ 机やイスの高さは子どもに合っていますか？：正しい姿勢でないと、噛む力が弱くなります。 

□ スプーンやお箸、食器は成長に合ったものですか？： 

利き手でスプーンやお箸を持ち、もう片方の手でお茶碗をしっかり持ち上げなければ、正しい姿勢で食べることができませ

ん。ワンプレーとなどは持ち上げることができず、姿勢が崩れやすくなります。成長にあった、子どもが持ちやすいスプーン

やお箸、食器を使いましょう。 

□ 前歯でかじり取りをしよう 

大きな肉や野菜、硬いおせんべいなど、前歯で嚙みきれるように練習しましょう。下あごの運動を促します。まだ自分の適

切な一口量も体得できます。 

 

 



□ 左右の奥歯でしっかり咀嚼（もぐもぐ）できますか？ 

片方だけで噛むのではなく、左右両方でバランスよく噛むよう声かけを。しっかり噛めるよう、好きな食材や料理は食材を

大きめに切ったり、少し硬めに茹でるのも有効です。 

□ 口を閉じて咀嚼していますか？ 

咀嚼は口をしっかり閉じなければ奥歯でよく噛むことができません。「口を閉じて、30回噛む」を意識してみましょう。 

□ 一口の量は適切ですか？：口に頬張りすぎると、口を閉じて噛むことができません。 

□ 水やお茶で流し込んでいませんか？：口の中の食べ物がなくなってから飲みましょう。 

□ 食事と睡眠時以外のリラックスした状態のとき、口は閉じて鼻呼吸していますか？ 

安静時は、口腔機能が働いていないように見えますが様々な筋が連携を保ちながら緊張して口腔周囲を支えています。こ

のリラックスした状態では①上下の唇が閉じて②舌は口の中の上あご天井部分（上の歯の内側）にくっついて③鼻で呼吸し

ています。この状態が安静時における正常な口腔機能です。 

                                                           

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

★オープンハウス 

（9：00～12：00）月・水・金曜日★ 

 0 歳児からの親子が自由に過ごせる場所です。 スタッフ

も一緒に過ごします。 

★おはなし会（11：45～12：00）★ 

 自宅にもちかえることの出来る手遊び、絵本や紙芝居の

会です。 

★0 歳児対象のスペース（月曜日 9：00～12：00）

★ 

 1 歳未満のお子さんとご家族が自由に過ごせる場所で

す。 

※オープンハウスは予約制です。 

ふれあいホーム（0480-62-2990）にいつでも 

お問い合わせください。 

  

 

＊交通案内図＊

住所：埼玉県加須市土手 2-15-57

社会福祉法人愛の泉 

ふれあいホーム 

愛泉乳児園 

←羽生 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【子育て相談】 

（月曜日～金曜日 9：00～15：00） 

子育てで悩んでいることはありませんか？一

緒に考えていきましょう。お気軽にお問い合

わせください。 

 

電話：0480-62-2990 

（子育て支援センター愛の泉ふれあいホー

ム） 

まあるいいのち 

お話と絵 イルカ 

 

みんな～おなじ～いきているから～♪ 

の歌でお馴染みのイルカさんの CD付絵本。 

森羅万象ということを改めて考え、 

生きていることの奇跡とありがたさを実感する 

絵本です。 

どんぐりころころ 渡部葉子 

 おすすめ絵本 

参考文献：子どもの口腔機能を育てる本 千葉歯科医院 浜野美幸 著 

 

愛泉幼児園 管理栄養士 柳澤希美 


